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国内木材事情の逼迫のため各国から各種の木材が輸入されるようになり近年急速にその量を

増加している｡

ニュ-ジ-ランドマツほ昭和33年(1958)から輸入され昭和37年には25万5千m3におよび,1)

国内でも関心をもたれるようになってきた2)0

南半球には針葉樹は殆んどなく3),僅かに Araucariaceaeに属する Agathis属の Agathis

australis(Kauripine)のごときが存するのみとされているのに4),海外に輸出し得るほどの

マツ属がニュージーラソドに存在するということを奇異に感ずるのであるが,いわゆるニュー

ジーランドマツほ,北アメリカ太平洋岸 カリフォルニア州南部 Montereyを中心とするごく

せまい範囲に生育し, ここを原産地とする PinusradiataD.DoNであって, 原産地以外で

はニュージーランド, オース トラリアに移植されよく生育しており5), 一般には Monterey

pine6),ニュージ-ランドでは Californiapine7) と称せられているマツであるO

本学農学部演習林上賀茂育種試験地では, 1951年 Californiaの RanchoSantaAna植物

園から種子を得られ播種,植栽されている5)｡ 苗木の生育が早いのでマツ類の接木台木用に

都合がよいと考えられている｡しかし上賀茂演習林育種試験地ではシンクイムシ (マツノシソ

マダラメイガ DioryciriasPlendidellaH.-S.) の被害がはなはだしく,(115本中74%)生育

不良の由である8)｡ また挿木による発根が容易であり試験地では,三年木の枝を挿木し,46-

Table1.GrowthofPinusradiata(TreeK.13.planted18399)).

*木材化学研究部門,DivisionofWoodChemistry.
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100%の活着を得ている｡

その生育状態は,上賀茂演習林育種試験地におい七は,5年で総生長量,樹高 171･6cm,地

上 50cm における直径 3.27cm であり,A.F.M汀CHE1-L によれば,12年で樹高32フィー ト

6インチ,周囲3フィート5インチであるが29年で樹高647ィ-I,周囲87ィ- トと約2倍

となり, 相当生長は速やかである｡ しかも120年まで毎年生長を続けている ことを示してい

る9)｡(Table1)

ニュージーランドに Pinusradiataが植栽されたのは1896年 AffOrestationBranchofthe

LandsDepartmentが組織されて以降のことで10),その植林が軌道に乗ったのは1920年頃から

であって,外国種林野面積800,000エーカ-中540,000--カ-を占め,現在ではニュ･-ジ-ラ

ンド輸出木材の主力をなしている11)0 (Table2,Table3)

最近著者も ニュージーランドマツを ソ連材 (-ゾマツ Piceajezoensis, トドマツ Abies

sachaliney!sis,カラマツ Larixdahurica) とともに,敦賀チップ工業株式会社の好意により

入手したので研究を進めている｡

Table2.Exportsoftimberfrom NewZealand:Indigenous(Millionboardfeet)ll)･
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入手した Pinusradiataは,樹令27年,直径 24.5cm,長さ1mの材である｡その二,三の

性質を示せば,Table4,5,および6のごとくである｡

容積重は比較的軽いが,生長速度の早い割合には北洋材 (-ゾマツ, トドマツ)と大差なく,

繊維長 ,(クラフト蒸解を行なった晒クラフトパルプを解放し, 日本光学株式会社製 Shadow

graph I型,万能投影機を用い,50倍に拡大投影測定した｡)Jも殆んど異ならない｡ ただアル

コールベンゼン抽出物が比較的多い｡

木材が香気あるいは臭気を有するとき,特異な色調を示すとき,腐朽し難いとき,害虫に侵

され難いとき,などは特殊な抽出物質の存在が予測されるわけである｡

Pinusradiataの心材にも pinosylvinmonomethylether,pinobanksin,pinocembrinの

存在が認められている12)｡これら特殊成分の存在,その量,割合などによって,その樹種の分

類さえ可能であるとされている｡

なお Pinusradiaiaは下枝が枯死しても,自然には落ちないので適当な管理を行なわない限

り,節が多く,節のなかには30%におよぶ樹脂を含むものもあり,乾燥の際,あるいはポール

として用いるとき,パルプ製造原料とするとき大きな障害となることもあるとされている13)0

またあて材 (Compressionwood)は従来はパルプ,紙原料の対象とほならなか■ったのであ

Table4.Somepropertiesofwood.

Casuarina:CasuarinastriciaAIT (小笠原マツ,京都府宇治市五ケ圧,平野氏邸)

Table5.ChemicalpropertiesofPinusradiaia

Table6.Alcohol-benzeneextractives.
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るが,最近では通直な樹幹は製材工場に送 られ,樹幹の曲った部分,大枚,背板などほ,チッ

プとなt,ベルプ原料 と1_て用いられるようになってきたので,あて材 もまたパルプ,紙原料

の立場から研究が行なわれている｡

あて材は一般に正常材より濃色で褐色から赤褐色を呈する｡これは晩材の巾が正常材より著

しく広いためであるO肉眼的には不明の場合でも,フロログルシンの塩酸溶液を用いて判然 と

正常材 と見分けることができる｡あて材は正常材よりセルロース含有量が少なく, リグニン含

有量が多 く,織経は短い｡

酸性蒸解法によるときほ `̀brokenfibres" を多 く生じ,強度は非常に低下するO クラフ ト

蒸解法によるときは,収量は低下するが,パルプの強度はさほど低下 しない14)｡

さらに Pinusradiataに関する幾多の研究が行なわれているが15), マツ属で挿木による造

林が可能であり, しかも30年前後で用材 として使用することができることにも非常に興味を感

ずる次第である｡
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